
農業水利施設（コンクリート構造物）において、

老朽化により低下した機能を回復し、施設の 

長寿命化、ライフサイクルコストの 

縮減が図られる補修・補強技術 

株式会社栄組 佐々木栄洋 



農業水利施設の劣化につながる変状 

平成22年度農業水利施設長寿命化技術の体系化について 農林水産省 H23.2.4 

ひび割れを起因とする劣化
は、頭首工、開水路ともに
最も多い。 



農業水利施設の補修工事における課題 

課題を克服し、補修効果を発揮させるためには 
コンクリート躯体の健全化が必要 



農業水利施設のひび割れ補修における課題 

標準示方書・指針で、ひび割れ注入工法といえば ⇒ 低圧低速注入工法 

諸条件により充填不足が発生する 
施工不良あるいは材料が適さず補修不良が起こる 



この課題を解決する新しい補修技術！ 

NETIS : TH-110003-A NETIS : TH-110002-A 

 

４つの特許から
なる新技術 

国土交通省NETIS、岩手県、東京都、千葉県、横浜市において新技術登録済 





特長① 注入能力の向上 
 圧力調整注入工法 低圧低速注入工法 

対応ひび割れ深さ:200cm(実績) 対応ひび割れ深さ:10～30cm(実績) 

改質剤 

セメント注入材 



特長② 作業の効率化・高速化 

注入機設置間隔:20～100cm 
接着養生:不要 
注入量の管理：容易かつ正確(計量器) 
充填状況の判断：容易かつ速い(圧力計) 

圧力調整注入工法 低圧低速注入工法 

注入機設置間隔:20～30cm 
接着養生:必要(注入プラグの接着) 
注入量の管理：困難かつ煩雑(個々を計量) 
充填状況の判断：困難 
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